
 

 

 

は
じ
め
に 

 

北
海
道
に
は
、
５
５
４
万

㌶
も
の
森
林
が
あ
り
、
そ
の

内
、
55
㌫
の
３
０
４
万
㌶
は
、

北
海
道
森
林
管
理
局
が
管
理

す
る
国
有
林
で
す
。 

ま
た
、
３
０
４
万
㌶
の
内

訳
と
し
て
、
人
工
林
が
占
め

る
割
合
は
約
２
割
で
65
万
㌶
、

天
然
林
は
約
８
割
で
２
３
９

万
㌶
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
そ
の
人
工
林
の
多

く
は
、
林
齢
が
45
～
55
年
生
、

齢
級
（
林
齢
１
～
５
年
を
１

齢
級
と
カ
ウ
ン
ト
）
で
い
う

と
９
～
11
齢
級
の
森
林
の
割

合
が
多
く
、
半
数
以
上
は
主

伐
を
行
う
時
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。 

天
然
力
を
活
用
し
た 

多
様
な
森
林
づ
く
り
の
取
組 

 

人
工
林
資
源
の
成
熟
化
が

進
む
中
、
森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能
の
持
続
的
な
発
揮

を
図
る
た
め
に
は
、
現
状
の

林
分
を
よ
く
観
察
（
評
価
）

し
、
山
の
な
り
た
い
方
向
で

森
林
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が

重
要
で
す
。 

主
伐
期
を
迎
え
た
人
工
林

の
中
に
は
、
植
栽
し
た
針
葉

樹
が
順
調
に
生
育
し
て
い
る

林
分
も
あ
れ
ば
、
植
栽
木
の

間
に
広
葉
樹
が
混
交
し
て
い

る
林
分
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

人
工
林
の
中
で
広
葉
樹
の

成
長
が
旺
盛
な
林
分
に
つ
い

て
は
、
天
然
力
を
活
用
し
て

針
広
混
交
林
に
誘
導
し
て
い

く
こ
と
で
、
広
葉
樹
の
育
成

も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 ま

た
、
植
栽
し
た
針
葉
樹

が
順
調
に
成
長
し
て
い
る
人

工
林
に
つ
い
て
も
、
現
状
に

応
じ
て
、
長
伐
期
化
を
図
る

林
分
を
確
保
す
る
こ
と
も
必

要
で
す
。
長
伐
期
化
を
進
め

る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

林
分
の
地
力
や
気
象
害
や
病

虫
害
の
発
生
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
、
適
地
を
判
断
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
北
海
道
森
林

管
理
局
で
は
、
平
成
30
年
度

か
ら
、
管
内
全
て
の
森
林
管

理
署
で
、
天
然
力
を
活
用
し

た
多
様
な
森
林
づ
く
り
現
地

検
討
会
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。 令

和
２
年
度
は
、
現
地
検

討
会
を
開
始
し
て
３
年
目
と

な
る
こ
と
か
ら
、
現
況
林
分

の
見
方
や
評
価
の
仕
方
な
ど

職
員
の
技
術
の
向
上
に
重
点

を
置
い
て
実
施
す
る
と
と
も

に
、
天
然
力
を
活
用
し
た
多

様
な
森
林
づ
く
り
の
考
え
方

が
事
業
ベ
ー
ス
で
浸
透
す
る

よ
う
、
林
業
関
係
団
体
に
も

現
地
検
討
会
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
活
発
な
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。 

現
況
林
分
の
評
価
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
は
、 

①
植
栽
し
た
針
葉
樹
の
生
育

状
況 

②
植
栽
し
た
針
葉
樹
の
被
害

状
況 

③
広
葉
樹
の
混
交
状
況 

④
林
床
の
稚
樹
の
発
生
状
況 

⑤
長
伐
期
化
が
可
能
な
林
分

か
ど
う
か 

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
押

さ
え
た
上
で
、
現
在
の
林
分

が
な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か
、
何

が
原
因
か
な
ど
を
踏
ま
え
、

次
の
施
業
を
ど
う
す
る
の
か

を
考
え
る
こ
と
で
、
山
の
な

り
た
い
方
向
の
森
林
づ
く
り

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。 

北海道国有林（人工林）の齢級別面積 

針広混交林の人工林 

 

主伐予定箇所で林分評価 



 

 

 
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト 

 

冒
頭
で
触
れ
た
北
海
道
国

有
林
の
22
％
を
占
め
る
人
工

林
の
う
ち
、
と
り
わ
け
そ
の

代
表
的
な
森
林
と
し
て
、
標

茶
町
の
国
有
林
に
、
か
つ
て

「
不
毛
の
大
地
」
と
呼
ば
れ

た
荒
野
が
先
人
た
ち
の
不
断

の
努
力
と
挑
戦
に
よ
り
広
大

な
森
林
と
し
て
蘇
っ
た
「
パ

イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
」
が

あ
り
ま
す
。 

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト

と
は
、
北
海
道
の
東
部
、
厚

岸
湖
に
注
ぐ
別
寒
辺
牛
川
の

上
・
中
流
域
に
位
置
す
る
国

有
林
（
根
釧
西
部
森
林
管
理

署
管
内
）
の
う
ち
、
計
画
的

に
造
成
さ
れ
た
約
一
万
㌶
の

森
林
で
す
。
そ
の
内
約
六
千

㌶
は
、
カ
ラ
マ
ツ
を
中
心
と

し
た
人
工
林
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
時
、
時
代
の
パ
イ
オ

ニ
ア
に
な
る
と
し
て
、
「
パ

イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
」
と

命
名
さ
れ
ま
し
た
。 

当
該
地
域
は
、
明
治
期
の

開
拓
の
火
入
れ
に
よ
る
失
火

な
ど
に
よ
り
、
毎
年
の
よ
う

に
発
生
し
た
山
火
事
に
よ
っ

て
森
林
が
消
滅
し
、
原
野
の

ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
29
年
に
洞
爺

丸
台
風
に
よ
り
、
道
内
の
森

林
が
甚
大
な
風
倒
木
被
害
を

受
け
た
こ
と
を
契
機
に
、
木

材
生
産
力
の
増
大
な
ど
が
求

め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和

31
年
か
ら
10
年
間
に
わ
た
り
、

造
成
事
業
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。 

植
栽
樹
種
に
は
、
気
象
害

に
強
く
成
長
が
早
い
こ
と
、

養
苗
・
苗
木
生
産
が
容
易
で

野
鼠
被
害
防
除
の
技
術
が
確

立
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
理
由

か
ら
カ
ラ
マ
ツ
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。 

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト 

長
伐
期
へ
の
挑
戦 

 
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト

の
現
況
は
、
50
年
生
以
上
の

主
伐
期
を
迎
え
た
カ
ラ
マ
ツ

人
工
林
が
大
半
を
占
め
、
全

体
で
１
０
０
万
立
方
㍍
近
く

の
蓄
積
を
有
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
森
林
の
有
す
る
公

益
的
機
能
の
維
持
増
進
を
図

り
な
が
ら
、
地
域
経
済
に
貢

献
す
る
た
め
、
カ
ラ
マ
ツ
を

主
体
と
し
た
木
材
の
安
定
供

給
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
令
和
２
年

度
に
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ

レ
ス
ト
に
お
け
る
カ
ラ
マ
ツ

人
工
林
の
長
伐
期
化
に
向
け

た
検
討
に
関
す
る
委
託
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。 

具
体
的
に
は
、
現
地
に
お

い
て
60
箇
所
の
調
査
地
を
設

定
し
、
地
況
、
林
況
等
の
調

査
・
検
証
を
実
施
し
、
風
倒

被
害
や
野
ね
ず
み
被
害
な
ど

様
々
な
要
因
を
分
析
し
、
有

識
者
か
ら
の
意
見
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
長
伐
期
に
適
し

た
林
地
を
選
定
す
る
た
め
の

判
断
基
準
を
定
め
ま
し
た
。 

委
託
調
査
の
結
果
を
踏
ま

え
、
令
和
３
年
度
か
ら
は
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
に

お
い
て
、
具
体
的
に
長
伐
期

化
を
図
る
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林

を
選
定
す
る
作
業
を
開
始
し

ま
す
。 

パ
イ
ロ
ッ
ト
フ
ォ
レ
ス
ト

に
お
け
る
こ
う
し
た
取
組
の

成
果
を
普
及
す
る
こ
と
に
よ

り
、 

①
一
斉
に
皆
伐
状
態
に
な
る

伐
採
跡
地
の
面
積
を
最
小
に

す
る
こ
と
、
ま
た
、
長
伐
期

に
よ
る
森
林
状
態
の
長
期
維

持
に
よ
る
公
益
的
機
能
の
高

度
発
揮 

②
カ
ラ
マ
ツ
植
栽
だ
け
で
な

く
、
天
然
更
新
木
も
活
用
し

た
多
様
な
森
林
づ
く
り
を
実

施
し
、
多
様
な
樹
種
・
林
齢

か
ら
な
る
森
林
の
造
成
と
木

材
の
供
給 

③
小
中
径
木
～
大
径
木
ま
で

の
カ
ラ
マ
ツ
材
の
安
定
的
な

供
給
と
大
径
丸
太
の
可
能
性

の
分
析 

④
長
伐
期
化
に
毎
年
一
定
規

模
の
伐
採
、
造
林
、
保
育
の

作
業
量
の
確
保 

に
つ
い
て
実
現
を
図
り
、

森
林
の
公
益
的
機
能
の
高
度

発
揮
と
国
有
林
な
ら
で
は
の

施
業
を
実
施
し
て
い
く
考
え

で
す
。 

パイロットフォレスト上空から 

パイロットフォレスト現地検討会 

昭和３７年下刈り作業 

パイロットフォレストの位置図 




